
令和４年１１月

九州バイオリサーチネット

公募型研究資金の取得に向けて



本日の内容

３．「知」の集積と活用の場によるイノベーションの創出
①オープンイノベーション研究・実用化推進事業
②スタートアップへの総合的支援

４．公募型研究資金の提案書作成のポイント

２．R５年度概算要求
（農林水産技術会議事務局研究推進課）

１．ニーズ（農政課題と農林水産関連研究計画等）

１



（2050年）

出展：2050年における世界の食料需給見通し（農林水産省）
２

１－１ 農政課題



大 豆 １．３倍

小 麦 １．８倍

米 １．７倍

トウモロコシ １．６倍

（2050年）

出展：2050年における世界の食料需給見通し（農林水産省）
３



４



出展：『「知」の集積と活用の場』及び 令和5年度予算概算要求について 1 農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課 大熊 武 ５



６



７

食料・農業・農村基本法に基づき、５年毎に作成１－２ 農林水産関連研究計画等



８

（令和4年9月7日 差替）



９

農林水産研究イノベーション戦略2022



１０



１１



１２



１３



１４

「みどりの食料システム戦略」が2050年までに目指す姿と取組み方向（令和4年6月） 2030年目標の追加



１５



１６



海外で評価される日本の強みがあり、輸出拡大の余地が大きく、関係者が一体となった輸出促進活動が効果的な品目として、28
品目を輸出重 点品目に選定。
（※）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/progress/attach/pdf/index-19.pdf を参照

農林水産技術会議事務局において、「輸出拡大に向けた技術的課題」（令和４年４月公表）（※）として、品目別の輸出先のニーズ
への対応や輸出量の確保などに向けた技術的な課題を整理。
（※）https://www.affrc.maff.go.jp/docs/yushutsu_kadai/attach/pdf/index-1.pdf を参照。

農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略 （令和4年6月改訂）

出展：農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略～マーケットイン輸出への転換のために～（令和4年5月20日） 農林水産物・食品の輸出拡大のための関係閣僚会議資料

１７



別表1 品目別輸出目標 （例）

出展：農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略～マーケットイン輸出への転換のために～（令和4年5月20日） 農林水産物・食品の輸出拡大のための関係閣僚会議資料

１８



（一部）

１９



本日の内容

３．「知」の集積と活用の場によるイノベーションの創出
①オープンイノベーション研究・実用化推進事業
②スタートアップへの総合的支援

４．公募型研究資金の提案書作成のポイント

２．R５年度概算要求
（農林水産技術会議事務局研究推進課）

１．ニーズ（課題と農林水産関連研究計画等）

２０



２１



２２



２３



２４



２５



２６



２７



２８



２９



３０



会員数
（R4.８現在）
4358

PF数
（R4.８現在）

１７１

R3年度までに
研究実施又は
課題採択

468

３１



３２



本日の内容

３．「知」の集積と活用の場によるイノベーションの創出
①オープンイノベーション研究・実用化推進事業
②スタートアップへの総合的支援

４．公募型研究資金の提案書作成のポイント

２．R５年度概算要求
（農林水産技術会議事務局研究推進課）

１．ニーズ（課題と農林水産関連研究計画等）

３３



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用
３４

①新規



３５



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用

○

３６



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用 ３７

②



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用

※ 令和5年度は一部変更される可能性あり

３８



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用

※ 令和5年度は一部変更される可能性あり

３９



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用
４０



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用
４１



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用
４２



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用
４３



出展：令和4年度生研支援センターの研究資金業務に関する応募前説明資料から引用
４４



本日の内容

３．「知」の集積と活用の場によるイノベーションの創出
①オープンイノベーション研究・実用化推進事業
②スタートアップへの総合的支援

４．公募型研究資金の提案書作成のポイント

２．R５年度概算要求
（農林水産技術会議事務局研究推進課）

１．ニーズ（課題と農林水産関連研究計画等）

４５



公募型研究資金の提案書作成のポイント ①

１ 審査

・ 一次審査は、専門分野の外部評価

委員による「課題提案書」の書面審査

で決まる。

・ ２次審査は、異分野の専門家も含む

外部の評議委員と農水省の行政委員

に対する面接形式で審査される。

より分かりやすいプレゼン資料が必

要となる。

２ 全体
・ 文章は、専門用語を並べるのではなく、
行政委員にも分かるよう表現する
分かりやすい表現、短い文章
起承転結、論理展開が明快
無駄を省いた図表

・ 構成に流れがあること
①必要性、②シーズとこれまでの成果、
③追加研究と達成根拠、④達成見込み
の成果と根拠（社会実装、経済性、国
民への貢献）

・ 研究課題概要図
イラスト等で分かりやすくかつ簡潔に。
1枚だけで、課題全体がイメージでき、
評議委員の印象に残ることが大事４６



２ 研究の背景（課題・ニーズ）

・ 農林水産・食品分野において、現在、

何が課題となっているか

・ 国の計画等に位置付けられているか

みどりの食料システム戦略、農林水産

研究イノベーション戦略、食料・農業・農

村基本計画、国が認定した重要施策等

・ 現場（生産・実需者等）や社会的（国

民）に強く求められているか

・ 限られた期間と予算で実施するもので

あり、世界的人口問題などの直接的解

決など過大な課題設定は避ける

３ 技術シーズ

・ 課題解決のための技術シーズは、

既存技術との対比（新規性・先導性）

も含めて、わかりやすく記載する

・ 実現性は最重要

・ 開発研究（実用化）では、複数シーズ

がある方が良い

単一シーズならば、そのままで普及

可能で、追加研究の必要性はないと

見なされがち

公募型研究資金の提案書作成のポイント ②

４７



公募型研究資金の提案書作成のポイント ③

・ 開発ステージでは、成果を、いつ、誰が、

どこへ、どのように、どれくらいの規模で、

普及することで、実用化が見込まれるか

を記載

・ 基礎研究ステージは、成果（終了後の

追加研究を含む）を次の開発研究ステ

ージに、さらには普及・実用化にどう繋

げるのかを記載

・ 経済効果は、わかりやすく数値化し、

数値の根拠も記載

４８

４ 研究目標

・ 研究期間に達成する目標は具体

的かつ分かりやすく

・ 設定した目標の根拠は必須

適当やアバウトでは説得力がない

・ 出口（製品化や普及等）は明確か

５ 成果の社会実装（出口）

・ 成果とは研究により得られる新たな

製品や品種等



公募型研究資金の提案書作成のポイント ④

５ 研究計画

・ 全体計画を細分化し、中・小課題毎に

毎年度の目標を設定し、どんな方法で、

何をいつまでに行うかを明確化する

・ 中・小課題が、それぞれどのように関
わっているか、記載

・ 実施期間が妥当であるか

・ 研究の成果をどう普及・実用化するか、
出口を明確化

・ 研究協力機関を設ける場合は、その役
割やコンソーシアムとの関わりも記載

４９

６ 研究体制

・ 研究課題の全体像が分かるよう、研究

の背景、目標、概要を念頭に、それぞれ

の関係機関がどのように役割分担し、ど

のように連携を行うか記載する

・ 研究勢力は過不足なく結集し、目標達

成は見込めるか

スキル不足や重複はないか

技術的蓄積を過去の実績、特許や論

論文等で判断

・ 研究統括者のマネージメント能力は大
丈夫か



公募型研究資金の提案書作成のポイント ⑤

７ 費用対効果

必須

８ 普及性

・ 普及支援組織や実用化・製品化団体

があるか、役割は説明されているか

・ 普及後の成果が数値で示せるか

９ 設備・備品、人件費等

・ 備品等は必要性がぎりぎりまで精査さ

れているか

一般備品は応募者で用意する前提

必要な場合でも可能な限りリースかレン

タルへ

・ 人件費で、単価が高いポスドクや年雇

用職員を雇う場合は、必須な理由を明確

にする

５０



農林水産省「産学連携支援事業」

５１

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 活 動 の ご 紹 介



５２



５３



提案書（応募計画）をつくる意義

・客観的な評価が得られ、研究計画の弱点が

よく分かります。

・早くから開始し何回か繰り返すと、良い計画

ができる。

５４

最後に一言、


